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    守山市給水装置工事設計施工指針の改正に係る新旧対照表 

                                    

新指針の 

ページ数 
新  指  針 旧  指  針 
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この｢守山市給水装置工事設計施工指針｣(以下｢指針｣という。）

は、守山市の給水区域内において、給水装置工事を行う上必要

な事柄を定めるものである。特に防災や漏水時等の緊急工事の

円滑な実施等のため、配水管から水道メーターまでの給水装置

工事に該当する事柄については守山市における給水装置工事

の工事上の条件とする。  

 守山市指定給水装置工事事業者は、この指針および守山市上

下水道事業所が発行している共通仕様書を遵守し、工事を施行

しなければならない。  

 

 

第２章 給水装置の設計及び管理 

２．給水方式の決定 

（１）直結直圧方式 

直結直圧方式の給水は、２階建（住宅）程度の建築物までとす

る。 

ただし、２階建て屋上部分における散水用等の単独水栓１栓につ

いてのみ、口径が 20ｍｍ以上の水道メーターを設置し、かつ水圧

低下による水量不足等の発生について施主等が承諾（承諾書の提

出義務あり）すれば、直結直圧方式による給水を認めることとす

る。 

この｢守山市給水装置工事設計施工指針｣(以下｢指針｣という。）

は、守山市の給水区域内において、給水装置工事を行う上必要

な事柄を定めるものである。特に防災や漏水時等の緊急工事の

円滑な実施等のため、配水管から水道メーターまでの給水装置

工事に該当する事柄については守山市における給水装置工事

の工事上の条件とする。  

 守山市指定給水装置工事事業者は、この指針を遵守し、工事

を施行しなければならない。  

 

 

 

第２章 給水装置の設計及び管理 

２．給水方式の決定 

（１）直結直圧方式 

直結直圧方式の給水は、２階建（住宅）程度の建築物までとす

る。 
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（３） 共同住宅・長屋住宅・店舗・事務所等 

共同住宅・長屋住宅・店舗・事務所等においては、戸数にか

かわらず公設の親メーターを設置するものとし、公設の個別

メーターを設置することはできない。 

また、上記既存建物に個別メーターが設置されていても、建

替え時には親メーターに変更しなければならない。 

なお、散水栓を設置する場合は、市と協議の上、別途給水管

引き込みのもと、親メーター（１個のみ）を設置することが

できる。 

 

 

４．書類作成 

（１）工事申込書の書き方 

Ｃ．メーター口径の記入 

メーターを新たに設置または口径変更の場合は、メーターの口径

を記入し、既設メーターがある場合はメーター番号も記入するこ

と。 

 

 

５．管理 

（３）耐圧試験は次の手順により行い、試験水圧は原則として

0.7Mpa とする。 

ア  メーター接続用ソケット又はフランジにテストポンプ

を連結する。 

 

（３）直結直圧方式の共同住宅等 

 ①直圧方式による共同住宅等で住宅戸数が４戸までは、公設の

個別量水器を設置することができる。ただし、散水栓で量水

器を設置する場合は親量水器を設置する。 

 ②直圧方式による共同住宅等で住宅戸数が４戸以上は、公設の

親量水器を設置するものとし、公設の個別量水器を設置する

ことができない。 

 ③既存の共同住宅（公設の個別量水器）建替えについては、既

設戸数内で個別量水器を設置することができる。 

 

 

４．書類作成 

（１）工事申込書の書き方 

Ｃ．メーター口径の記入 

メーターを新たに設置または口径変更の場合は、メーターの口径

を記入すること。 

 

 

 

５．管理 

（３）耐圧試験は次の手順により行い、試験水圧は原則として

1.0Mpa とする。 

ア  メーター接続用ソケット又はフランジにテストポンプ

を連結する。 
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イ 給水栓等を締めて、給水装置内及びテストポンプの水槽

内に充水する。 

ウ 充水しながら、給水栓等をわずかに開いて給水装置内の

空気を抜く。 

エ 空気が完全に抜けたら、給水栓等を閉める。 

オ 加圧を行い水圧が 0.7Mpa に達したら、テストポンプの

ﾊﾞﾙﾌﾞを閉めて１分間以上その状態を保持し、水圧の低

下の有無を確認する。 

カ  宅地造成による新設される道路等に設置された給水装

置の耐圧試験は、支障ないときは、加圧した後、２４時

間の計測を行う。この場合の水圧は 0.7Mpa とする。 

 

 

 

第３章 

１．水の汚染防止 

（１） 

 ②削除 

 

 

 

 

第４章 給水装置の施工（口径別使用材料表及び指定材料表） 

５．仕切弁の設置 

（１） 

イ 給水栓等を締めて、給水装置内及びテストポンプの水槽

内に充水する。 

ウ 充水しながら、給水栓等をわずかに開いて給水装置内の

空気を抜く。 

エ 空気が完全に抜けたら、給水栓等を閉める。 

オ 加圧を行い水圧が 1.0Mpa に達したら、テストポンプの

ﾊﾞﾙﾌﾞを閉めて１分間以上その状態を保持し、水圧の低

下の有無を確認する。 

カ  宅地造成による新設される道路等に設置された給水装

置の耐圧試験は、支障ないときは、加圧した後、２４時

間の計測を行う。この場合の水圧は 0.8～1.0Mpa とする。 

 

 

 

第３章 

１．水の汚染防止 

（１） 

 ②共同住宅で各戸に水道メーターを設置する場合は、その末端

に排水機構を設置すること。その排水は道路側溝もしくは雨

水ますに排水すること。 

 

 

第４章 給水装置の施工（口径別使用材料表及び指定材料表） 

５．仕切弁の設置 

（１） 
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 ③削除 

 

 

（２） 

 ②削除 

 

 

（４）ドレン弁 

 ドレン弁の仕切弁体は鋳鉄製とする。 

 なお、本線に直接設置し、将来ドレン弁から接続を伸ばす可能

性がある場合は本線と同様の口径でソフトシール弁を設置し、 

二次側の管種はワンランク落とす異形管まで一次側の管種と

同様の管を敷設すること。以下の管種は HIVP 管を設置するこ

と。 

 ただし、市より指示があった場合はこの限りではない。 

 

 

６．水道メーターの設置届および設置 

 （１）水道メーターを設置する場合は、給水装置工事申込書に

配管図を明記のうえ、水道使用（変更）届出書に、記載事項

を明記して提出すること。 

（２）水道メーターの受け取りを希望する場合は、承認書の写

しに必要事項およびメーター設置希望日時を記入の上、提出

すること。翌日以降に、水道メーター設置届と水道メーター、

蝶ネジを手渡すものとする。 

 ③２階建ての共同住宅等で各戸に（４個以下）にメーターを設

置する場合は、配水管の分岐直後及び管末に仕切弁（ドレン）

を設置すること。 

（２） 

 ②２階建ての共同住宅等で各戸にメーターを設置する場合は、

その敷地内に設置すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．水道メーターの設置 

（１）水道メーターは、原則として道路境界線に最も近接した敷

地部分（境界から１ｍ程度敷地内）に設置する。検針に支障が

予測される駐車場、住宅奥地、植込庭等に設置することはでき

ない。共同住宅についても同じである。 

（２）メーターはメーターボックス内に収納すること。 

（３）メーターの設置に当たっては、メーターに表示されている

流入方向の矢印を確認したうえで水平に取付けること。 
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（３）水道メーター器の受け取りは、原則主任技術者とする。 

（４）主任技術者は水道メーターを受け取ったのち、ただちに

取付け、４日以内に水道メーター設置届、盗水防止キャップ

を施設工務課に提出すること。 

（５）水道メーター設置届の裏面に、設置後の写真を貼り付け

ること。撮影については、黒板に承認番号・メーター番号を

記入し、スケールにてメーターボックス位置、水道メーター

の蓋を開け内部の写真を提出すること。 

（６）水道メーターは、原則として道路境界線に最も近接した

敷地部分（境界から１ｍ程度敷地内）に設置する。検針に支

障が予測される駐車場、住宅奥地、植込庭等に設置すること

はできない。共同住宅、長屋住宅、店舗等についても同様と

する。 

（７）水道メーターはメーターボックス内に収納すること。 

（８）水道メーターの設置に当たっては、水道メーターに表示

されている流入方向の矢印を確認したうえで水平に取付け

ること。 

（９）取付け完了後に、パイロットの回転、漏水の確認および

残留塩素濃度、ｐｈの測定を行うこと。 

（10）一般住宅は、1 宅地に１給水管、１水道メーターの設置

とする。但し、２世帯住宅、同一敷地の別棟等で生活・営業

の形態が明確に区分できると判断できる場合に限り、公設の

個別水道メーターを２個に限り設置することができる。 

 （11）一度設置した水道メーターを移動、高さ変更等をする場

合、施設工務課と協議すること。 

（４）一般住宅は、１宅地に１給水管、１量水器の設置とする。

但し、２世帯住宅等で生活・営業等（別棟、個別）の形態が明

確に区分できる場合に限り、公設の個別量水器を２個に限り設

置することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 6 - 
 

 

 

Ｐ．12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｐ．13 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．配管工事 

配水管から水道メーターまでの配管については次のとおり

とする。なお使用する最小口径はΦ20 ㎜とする。 

（１）水道用ポリエチレン管（二層管）の接合（ＰＥ管）「Φ

２０～Φ２５㎜」 

①継手は原則離脱防止型とし、ワンタッチ式継手を使用す

る場合、ウエッジリングは金属製とし、温度により変形、

漏水が発生しない構造の製品を使用すること。（仮設、臨

時配管はこの限りではない。） 

 

 

（３）ダクタイル鋳鉄管の接合（ＤＣＩＰ）「Φ７５～」  

①原則ＮＳ継手とし、施工指針に基づくものとする。  

②継手（Ｋ形）を使用する場合、すべての継手部に特殊押輪

を使用すること。  

③挿し口及び特殊押輪をきれいに清掃して、滑剤を十分に塗

布し、確実に挿入すること。  

④滑剤は、継手用滑剤に適合するものを使用し、グリース等

の油剤類は絶対使用しないこと。  

⑤Ｔ頭ボルトを受け口から挿入し、平均に締め付けていくよ

うにし、受け口と押輪間隔が均一に確保されるようにするこ

と。  

⑥特殊押輪はＴ頭ボルトを均一に締め付けた後、特殊押輪の

 

 

７．配管工事 

配水管から水道メーターまでの配管については次のとおり

とする。なお使用する最小口径はΦ20 ㎜とする。 

（１）水道用ポリエチレン管の接合（ＰＥ管）「Φ２０～Φ２

５㎜」 

①  継手はワンタッチ式継手を使用すること。  

 

 

 

 

 

（３）ダクタイル鋳鉄管の接合（ＤＣＩＰ）「Φ７５～」  

①継手（Ｋ形）は、特殊押輪を使用すること。  

②挿し口及び特殊押輪をきれいに清掃して、滑剤を十分に塗

布し、確実に挿入すること。  

③滑剤は、継手用滑剤に適合するものを使用し、グリース等

の油剤類は絶対使用しないこと。  

④Ｔ頭ボルトを受け口から挿入し、平均に締め付けていくよ

うにし、受け口と押輪間隔が均一に確保されるようにするこ

と。  

⑤特殊押輪はＴ頭ボルトを均一に締め付けた後、特殊押輪の

押しねじを上下左右等の順に一対の方向で徐々に数回にわ

たって締め付けるようにしなければならない。  
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Ｐ．17 

 

 

押しねじを上下左右等の順に一対の方向で徐々に数回にわ

たって締め付けるようにしなければならない。  

⑦切断後に塗料にて切口修正をして、内部の切粉を洗浄する

こと。 

 

 

（４） 配水用ポリエチレン管（HPPE）「Ф５０～Ф１５０ｍ

ｍ」  

⑭弁と管との接合継手、消火栓等設置丁字管はメカドレッサー

で接合すること。 

 

 

第６章 工事検査等 

１．検査（市の検査） 

（１）中間検査 

①分岐からメーター 

 ・サドル分水栓から止水栓まで水圧加圧試験（0.7Mpa １分以

上計測） 

 

 ③メーター設置（新規、口径変更等） 

  水道メーター器設置届および写真を提出すること。 

 

（２）完了検査 

②分岐からメーター 

  ・水圧加圧試験（0.7Mpa 24 時間計測） 

⑥切断後に塗料にて切口修正をして、内部の切粉を洗浄する

こと。 

 

 

 

 

（４） 配水用ポリエチレン管（HPPE）「Ф５０～Ф１５０ｍ

ｍ」  

 

 

 

 

第６章 工事検査等 

１．検査（市の検査） 

（１）中間検査 

①分岐からメーター 

 ・サドル分水栓から止水栓まで水圧加圧試験（1.0Mpa １分以

上計測） 

 

 

 

 

（２）完了検査 

②分岐からメーター 

  ・水圧加圧試験（0.8～1.0Mpa 24 時間計測） 



- 8 - 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｐ．18 

 

 

 

 

 

 

 

   ※10%以上の低下がないこととする。 

③メーター設置（新規、口径変更等） 

 水道メーター器設置届および写真を提出すること。 

④メーターから給水器具 

  ・水圧加圧試験（0.7Mpa １分以上計測） 

⑤  分岐からメーター～給水器具 

・分岐からメーターまでの間は①と同様とする 

・メーター設置は③と同様とする 

・メーターから給水器具までの間は④と同様とする 

 分岐から給水器具までの一連の工事で、検査が同時に行える場

合は、①と②を同時に行うが、分岐からメーターまでとメーター

から給水器具までの工事で時間差がある場合は、完了している工

事を仮検査として行うことがある。 

 なお、検査は職員の指示により立会および書類等で行うことと

し、職員の指示を拒んではならない。 

 

 

３．市の検査日 

  工事検査は次の曜日とする。 

 上下水道同時検査（宅内） 木曜日：９時～11 時 30 分、13 時

30 分～16 時 30 分 

  それ以外の検査（宅内以外）  木曜日および祝日を除く月曜日

～金曜日：９時～11 時 30 分、13 時 30 分～16 時 30 分 

 

＊ 水道メーター器の受け渡しは、施設工務課で執務時間中随

― 

 

③メーターから給水器具 

 ・水圧加圧試験（1.0Mpa １分以上計測） 

④分岐からメーター～給水器具 

・分岐からメーターまでの間は①と同様とする 

 

・メーターから給水器具までの間は③と同様とする 

 分岐から給水器具までの一連の工事で、検査が同時に行える場

合は、①と②を同時に行うが、分岐からメーターまでとメーター

から給水器具までの工事で時間差がある場合は、完了している工

事を仮検査として行うことがある。 

 

 

 

 

 

３．市の検査日 

  工事検査は次の曜日とします。 

 火曜日：９時～11 時 30 分、木曜日：９時～11 時 30 分、13 時

30 分～16 時 30 分、金曜日９時～11 時 30 分 

 

 

 

＊ 原則木曜日は上下水道同時検査日とします。 
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Ｐ．19 

 

時行う。 

＊ 上下水道同時検査は上記検査日を変更することがある。 

＊ 検査は、必ず承認書をコピーし、社印を押印の上、検査日

の３日前までに申し込むこと。上下水道同時検査にあって

は、同週月曜日の午前中までに承認書のコピーの他、給水

装置工事施工状況確認表を提出の上、申し込むこと。 

なお、検査時に連絡の取れる連絡先を記入すること。 

 

 

 

第７章 施工条件等 

３．承認工事の施工業者 

 （２）配水管Φ７５㎜以上承認工事（本管布設工事） 

 

 

４．分岐工事の施工業者 

（１）配水管からメーターまで（取り出し工事） 

本市が認めた施工業者において施工させること。 

なお「本市が認めた施工業者」とは守山市指定給水装置工事

事業者および下記の要件を満たす者をいう。 

ＶＰ・ＨＩ管・鋳鉄管を穿孔する場合は、給水装置工事配管

技能者講習会修了者、給水装置工事配管技能者認定者または

給水装置工事配管技能検定会合格者。 

配水用ポリエチレン管を穿孔する場合は配水用ポリエチレ

ンパイプシステム協会の受講証を有する者。 

＊ 木曜日が祝祭日の場合は翌日に同時検査を行います。 

＊ 市の都合により上記検査日が変更することがあります。 

 

＊ 分岐工事についても検査日以外は立会いしません。 

＊ 水道検査日の申し込みは、必ず承認書をコピーして、社印を

押し、原則として毎週水曜日までに受付し、次週に検査を行

います。当日検査は受付しません。なお、上下水道同時検査

の場合は、同週の月曜日の午前中までに提出して下さい。 

 

 

第７章 施工条件等 

３．承認工事の施工業者 

 （２）配水管Φ５０㎜以上承認工事（本管布設工事）  

 

 

４．分岐工事の施工業者 

（１）配水管からメーターまで（取り出し工事） 

本市が認めた施工業者において施工させること。 

なお「本市が認めた施工業者」とは守山市給水装置工事事業

者、下記の要件を満たす者をいう。 

ＶＰ・ＨＩ管・鋳鉄管を穿孔する場合は給水装置工事配管技

能者、配水用ポリエチレン管を穿孔する場合は配水用ポリエ

チレンパイプシステム協会の受講証を有する者。 
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※見出し符号の整理、その他軽微な語句の修正等も行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    


